
学校保健分野における教育協力の
持続的な開発を目指す活動事業



事業の目標と方向

１．「学校保健のノウハウの移転と自立的、

持続的な開発モデルの構築」

２．構造化したメニューの開発．

３．目に見えた形の知識、技術の移転、臨地実習による定着．

４．相手のニーズに応じた技術の移転とモデルの開発．

５．効果の創出による動機付け。速効性のあるメニューから

遅効性のメニューへ、そして持続的な開発へ．

６．必要不可欠な検査器具の供与と現地調達．

７．学校から学校へ、そして地域へ．

８．データに基づいた改善運動の展開、HQC ．



事業の展開地域・地区

• タイ ： チェンマイ県（サムーン郡、チェンダオ郡）

ウボン県（ムアンサムシップ郡、ブンタリック郡、

シリントン郡）

• ミャンマー ： ヤンゴン管区、マンダレー管区、モン州、

エイヤワディー管区）

• ネパール ： ブトワール地区、ダンプス地区、







６つのプログラムから構成



A 学校保健改善チームを組織する

• 学校保健委員会などを組織し、
学校全体が力を合わせて問題解決に当たる．

• 村長や郡などの役所とスタッフ、地域のキーパーソ
ン、保健所、NGOなど地域の協力を得る．



タイの拠点拡散型モデル

• 校長を中心にしてティームを構成

• 拠点とした学校から他の学校、他の地域へ

• 拠点校から多数の学校へ拡散

• チェンマイでは6種の山岳民族NGOを横断するネットワークを構築
して拡散の予定



山地民
ネットワークの

構築



ミャンマー型の集中モデル

中央集権の強いミャンマーでは

中央から地方へそして学校へ地域へ



B 保健室の整備と人員の養成
• WSを通じて必要な知識、技術を紹介し、実際に学校で実習を行う．

• 必要なテスト、測定器具を供与．

• 実際にデータ(統計、写真)を収集し、入力し、集計して評価できる
ようにする。現在は生育環境調査、発育発達調査を実施．

• データに基づいた指導．



必要な備品の供与と現地製作





C HQC手法と生活習慣の改善
• 全ての健康異常は生活習慣と関係している。生活習慣を改善する

ことは、急性感染症や寄生虫病にも通ずる。
• HQC手法によって生活習慣を改善する。今までに、取り上げた基本

的な習慣のほとんどを改善できている。
• 個人から組織にまで応用する。
• 全ての学校保健の課題に対して応用する。



D 学校環境衛生の改善
• ミャンマーでは学校環境衛生の改善という問題意識そのものが無

かった．組織的に対応して学校全体の水準の向上をはかる運動に
展開している．

• 検査・測定用具が皆無、科学的な認識に基づく改善運動を展開する
ことが信頼を得る．

• 測定→評価→問題解決プロセス→対応策→改善体験と意識の改
善→他の問題へ、他の地域へ→・・・



E 学校安全の管理と改善



F 動植物の育成と栄養改善など
• 自立的、持続的、組織的な改善運動として重要なメニュー．
• NGOなど他の組織との共同による事業展開が必要であり、それが

学校保健改善運動の展開をより容易にする．
• 食糧の支援、換金によって活動資金を調達．
• 職業教育、環境教育など多様な教育的な価値をもつ．



WSにおける測定実習と問題対応モデル

測定と実習 問題に対する対応方法の例

B 視力（近見、
遠見）

眼鏡装着 座席の最適化 視環境の改善
読書やTVの視
聴習慣の改善

視力回復訓練

B 聴力 座席の最適化 補聴器装着 聴環境の改善

B 身長、座高
机、椅子の最
適化

トイレ、黒板の
位置の改善

建物の設計
発育評価と指
導

B 皮下脂肪厚

体重，周径 食事の指導 運動の指導
F 動植物育成
計画の実施

D 水質
コップ、タンクな
どの清潔、清掃

水業者への指
導

沸騰して飲用
可能な浄水法
の選択

井戸の増設、改
修

D 騒音、塵埃
教室環境の改
善

生活習慣の改
善

D 照度 カーテンによる
調整

立ち木伐採、タ
ンクの除去

窓の改修
電灯、黒板、机
の最適化

天井、壁の塗装

C HQC手法
＊改善運動へ
の行動化

＊生活習慣の
改善、 ＊D 安全活動

への応用
＊A 組織活動
としての実践

＊F 活動へ応
用



６つの学校保健プログラムの
期待効果の出現時期

１～3日 1週 1月 ３月 ６月 1年以上

A 組織つ

くり

B 保健室

と活動

C 生活

習慣改善

D 学校

環境衛生

E 学校安

全

F 動植物

育成



児童保健委員会が
データの収集整理をする



からだつくり―皮下脂肪の測定



村の協力で消毒中です



保健所と協力して歯の治療



皆で歯磨き



給食室の衛生管理



山の学校では寮生活。清掃、整頓とそのチェック



水場の清掃、修理



バーバー開業―頭虱は今でも問題です。生徒の中から
床屋さんを選び1回10バーツで行っている。



村の役所がブルドーザーを供与。
畑を造成しました。



菜園作り



さながら農園になってきました



農業教育の先生と協力して野菜作り



野菜の収穫と養魚場



作業小屋を作りました



ゴミの分別と小屋作りをします



電灯の取り付け



工具を管理します



畑のネットを作っています



豚の飼育活動

白蟻を餌に、
養豚を行っている.

豚の糞は、
農場の肥料として活用.



標高1350mのH村



ウボン県P村小学校

学校環境改善自給自足プロジェクト



王室プロジェクトが苗を提供
お米をつくります

村中に交通標識



鶏、魚、蛙を育てています。



ミャンマーワークショップ



ワークショップの
活動は、

現地の新聞でも
報道されています
(2007年9月11日付）



Results of Lifestyle questionnaire

20:59

6:40

21:46

5:575:00
7:00
9:00
11:00
13:00
15:00
17:00
19:00
21:00

(Time)

Grade2 ～5

Grade6 ～

Grade2 ～5 6:40 20:59

Grade6 ～ 5:57 21:46

getting up time bed time

【Life time (Q1, Q2)】

（就寝時刻，起床時刻）

2:10

1:58
1:54

1:53

1:00

1:20

1:40

2:00

2:20

(Time)

Grade2 ～5

Grade6 ～

Grade2 ～5 2:10 1:58

Grade6 ～ 1:54 1:53

TV Game

【TV and Game Time (Q22, Q23)】

現在活動中で、成果が上がりつつある

（テレビ・ゲーム）



学校保健事業参加者・団体

• 課題代表者 大澤清二、下田敦子、金田卓也、益本仁雄

（大妻女子大学）

• 佐川哲也（金沢大学）

• 國土将平（神戸大学）

• 笠井直美（新潟大学）

• 中野貴博（名古屋学院大学）

• 西嶋尚彦（筑波大学）

• 中川正宣（東京工業大学）

• 家田重晴（中京大学）

• 綾部真雄（首都大学東京） ・ ほか大学院生



協力組織、NGO,

• タイ国チェンマイ県第１、２、３区教育委員会

• ウボン県第１，２，３区教育委員会

• アカ、リス、ラフ、カレン、モン、ヤオなどNGO
• ＣＯＴＴＯ,ＩＭＰＥＣＴ，王室プロジェクト、山地民博

物館、国境警備隊、ニコニコボランティア財団、

• ミャンマー国教育訓練局、第１，２，３教育管区
ほか

• シーメンス メディカルソリューションズディアグノ
スティックス株式会社、日本学校薬剤師会、


	学校保健分野における教育協力の持続的な開発を目指す活動事業
	事業の目標と方向
	事業の展開地域・地区
	６つのプログラムから構成
	A　学校保健改善チームを組織する
	タイの拠点拡散型モデル
	山地民�ネットワークの�構築
	ミャンマー型の集中モデル
	B　保健室の整備と人員の養成
	必要な備品の供与と現地製作
	C　HQC手法と生活習慣の改善
	D　学校環境衛生の改善
	E　学校安全の管理と改善
	F　動植物の育成と栄養改善など
	WSにおける測定実習と問題対応モデル
	６つの学校保健プログラムの�期待効果の出現時期
	児童保健委員会が�データの収集整理をする
	からだつくり―皮下脂肪の測定
	村の協力で消毒中です
	保健所と協力して歯の治療
	給食室の衛生管理
	山の学校では寮生活。清掃、整頓とそのチェック
	村の役所がブルドーザーを供与。�畑を造成しました。
	菜園作り
	さながら農園になってきました
	電灯の取り付け
	工具を管理します
	豚の飼育活動
	標高1350mのH村
	ウボン県P村小学校�学校環境改善自給自足プロジェクト
	王室プロジェクトが苗を提供�お米をつくります
	鶏、魚、蛙を育てています。
	ミャンマーワークショップ
	ワークショップの活動は、�現地の新聞でも�報道されています�(2007年9月11日付）
	学校保健事業参加者・団体
	協力組織、NGO,�

